
令和５年度 第６回

おおたま学園コミュニティ・スクール委員会

兼 〇 大山幼稚園学校運営協議会

〇 大山小学校学校運営協議会

日 時：令和５年１１月１７日（金）１６:１５～１７:３０

場 所：大山小学校 体育館

（ 進行 ： 大山小教頭 紺野 徹 ）

１ 開会のことば (おおま学園コミュニティ・スクール委員会副会長 吉田 都)

みなさん、こんにちは。これより令和５年度大山小学校・大山幼稚園学校運営協議会並びに第６

回コミュニティ･スクール委員会（以下ＣＳ委員会と略記）を始めます。よろしくお願いいたします。

２ 教育長あいさつ （ 大玉村教育委員会教育長 渡辺 敏弘 ）

みなさん、こんにちは。ＣＳ委員、教育委員のみなさまには、本日は天候の悪い中、お昼過ぎか

らご参加いただきありがとうございました。また、大山小学校の先生方には、授業提供はもとより、

今日までの準備やこの委員会の準備と本当にありがとうございました。

本日は、大山幼稚園・大山小学校に特化した委員会となり

ます。大山幼稚園と大山小学校は、同じ教育目標を掲げて、

連続性のある教育活動を実践しています。

また、大山幼稚園・大山小学校ともに人的な配置が厳しい

中、特に小学校では、教頭先生に担任を兼務していただく状

況であり、教育委員会として申し訳なく思っておりますが、

教職員全員で力を合わせて、子どもたちの学びを途絶えさせ

ないように頑張っていただいておりますことに、この場をお

借りしまして感謝申しあげます。

本日のＣＳ委員会が、大山幼稚園・大山小学校の先生方を

元気付け、それがひいては子どもたちの笑顔に繋がるものと

なりますようよろしくお願いいたします。

３ おおたま学園ＣＳ委員会会長あいさつ （ ＣＳ委員会会長 矢吹 吉信 ）

みなさん、こんにちは。本日はお忙しい中お集まりいただきまして本当にありがとうございます。

まず最初に大山小学校の先生方、オープンスクールに向けて日々の学習活動や行事等でお忙しい

中の授業等のご準備とても大変だったと思います。本当にありがとうございます。

私は、授業参観と分科会に参加させていただきました。最近は、分科会に参加して先生方のご意

見を拝聴するのを楽しみにしています。今日も幼・小・中の先生方が、大玉村の子どもたちのため

に熱い議論をされている姿を見て、「大玉村の教育は素晴らしいな」という思いを新たにしたところ

です。ありがとうございました。

さて、大山小学校と玉井小学校は今年創立１５０周年を迎えました。保護者を始め地域住民が、
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様々な記念事業を企画し、記念式典の他に「１５０ｍの海苔巻きづくり」や「餅つき」等楽しいイ

ベントを実施して、子どもたちを大いに楽しませてくれていました。これぞ大玉村ならではの“地

域と学校が一体となったもの”で、村の素晴らしさを再認識するとともに、他地域の方たちにも示

せたと思っております。

今日は限られた時間ではありますが、ＣＳ委員と先生方が意見を交わし合う貴重な機会です。「何

ができるのか」、「こうしたらいいんじゃないか」等のご意見をお持ちだと思います。充実した協議

がなされますようよろしくお願いいたします。

４ 大山小学校・幼稚園出席者自己紹介

本日参加した大山幼・小の教職員が自己紹介を行った。

５ 検討方法・課題の概要

（１）オリエンテーション （ 大山小教頭 ）

協議の進め方についての説明（付箋に書き込み、それを使いながら熟議を進める）

① テーマについて、学校・園、保護者、地域が協力して大山の子どもたちを育むという視点をも

とに、家庭、地域で「それぞれができること・行いたいこと」や「それぞれにお願いしたいこと」

を赤の付箋に、学校・園で「できること・行いたいこと」や「お願いしたいこと」を青の付箋に

書き込む。

② 台紙に、記入内容に合わせて思考ツール「ピラミッドチャート」に整理しながら付箋を貼り付

け、実現できそうな案（ピラミッドの一番上）を中心に話し合いを行う。

③ グループで話し合った内容をワールドカフェ形式で共有する。

（２）本校・園の教育活動について及び本日のテーマについて （ 大山小校長 齋藤 和久 ）

簡単に幼稚園、小学校のことをお話ししたいと思います。

教育目標は同じで、“『めざせ！夢に向かってがんばる子』～地域と共に、自らの夢に向かって努

力し、未来を拓く子どもの育成～”となっています。この教育目標の実現のために様々なことを実

践しているわけでですが、今年度は、先生方と子どもたちと『合い言葉』を決めて取り組んでいる

ところです。それは、「常に前向き、失敗したら挽回」という言葉です。（結構いろいろな場で、私

も子どもたちに話しているので）子どもたちが「失敗したら挽

回」という言葉をうまく使いながら、前向きさを保って頑張っ

ていこうとする姿が見られ、とてもいいなと思っています。

また、幼・小の交流も盛んです。先日も園児が１年生の教室

を訪問したり、２年生や５年生と一緒に活動したりと、それぞ

れ交流を深めています。私が印象に残ったのは、幼稚園の運動

会の練習を小学校の校庭で行っていますが、幼稚園の子どもた

ちが一生懸命演技している時に、業間の時間に校庭に出てきた

小学生が園児の応援をしたり、励ましたりするなどすごくいい

交流ができていると思っています。

園児も小学生の姿に憧れの気持ちを抱き、「自分もいつかは

大山小学校に入ってお勉強をするんだ」という意欲が高まって

います。こういうはっきりとした繋がりがあるということがとても大切なことだと感じています。

今日のこの後の話し合いではテーマを３つ設定しました。大山小と大山幼の現状や課題に基づく

ものですが、教育目標の「知」「徳」「体」とも関連性が深いものです。そして、それらに共通して

いるのが「家庭との連携」です。（具体的に）どのように働きかけるか、関わってもらうか、学校の
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考えを理解してもらうのかが難しいと考えています。様々な行事で保護者の方とご一緒する場面は

もちろんあるのですが、さらに子どもたちのためにどのように連携を図っていったらいいのかとい

うことについてはまだまだ課題があると考えています。

「読書時間や学習時間を家庭でどのように増やしていくのか」、「人との関わり方やメディアの適

切な使い方について、学校で指導していることと家庭がうまく繋がるにはどうしたらいいか」、「生

活習慣や読書週間についても、家庭とどういうふうに足並みを揃えて子どもたちに指導していくか」

等の部分について、「こういうやり方がいいんじゃないか」とか、「学校でこういうことを言ってい

るけれども、なかなかそれは無理なんじゃないか」等いろんな意見を頂戴して、大山幼・大山小で

実践していく際のヒントをいただけたらありがたいと思っています。

それぞれのテーマについて話し合うグループもこちらで決めさせていただきました。もしかした

ら、別のテーマの方が話しやすいという方もいらっしゃるかもしれませんが、先程教頭からもあり

ましたように、交流の場面もありますので、そういうところで話題に触れていただけるとありがた

いと思います。本日はどうぞよろしくお願いします。

６ 話し合い、グループ別協議及びグループ別協議内容共有

（１）Ａグループ（学習）

テーマ「自ら考え、ともに学び育つ子どもを育てるために」（家庭学習、即書活動について）

（２）Ｂグループ（仲よく）

テーマ「互いを尊重し、自己マネジメント力を高めるために」

（３）Ｃグループ（健やか）

テーマ「望ましい生活習慣や食習慣を身に付けさせるために」
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７ グループ別協議の概要（まとめ）

（１）Ａグループ（学習）

テーマ「自ら考え、ともに学び育つ子どもを育てるために」（家庭学習、即書活動について）

＜Ａ－１班＞

〇家庭学習について

・「家庭学習の手引き」を用いて、取り組み方を紹介する。（学校）

・よい所を褒め、伸ばす。（シール、掲示、コメント等）

〇読書について ～ 読書に親しむための環境づくりを進める。 親子のふれあいを

・親子一緒に読書タイム（週に１，２回でも…）、読み聞かせ 大事にする。

・家族で書店に行く機会を増やす。

・子どもが選ぶ「おすすめの本リスト」づくり

＜Ａ－２班＞

〇大人も読書をする。

・音読カード、読書カードに親のコメントを記入

・子どもと読んだ本について気軽におしゃべり

〇読みたいと思うきっかけづくりをする。 ＰＴＡ行事にも組み入れる。

・やり方を教え、褒め、励ます。 （教養委員会等）

・本の通帳づくり（村による）

・ビブリオバトルへの参加や観戦

＜Ａ－３班＞

〇時間を確保する。

・「家庭読書の日」または「家庭読書タイム」をつくる。

（一緒に読書することによって、親子の会話を増やす）

・家庭学習の時間を家庭のタイムスケジュールに位置づける。

〇絵本について

・絵本コーナー（貸し出し）の充実 ・絵本の紹介（＝絵本カードづくり）

（２）Ｂグループ（仲よく）

テーマ「互いを尊重し、自己マネジメント力を高めるために」

＜Ｂ－１班＞

〇子どもとのふれあいを大事にする。

・大人が子どもの手本になる。（正しい言葉づかい、あったか言葉を教える）

・テレビを一緒に見ておしゃべりする。（個々のタブレットではなく） よさを認め

〇保護者同士の交流を盛んにする。 合うこと

・情報交換

〇メディアについて

・家庭のルールづくりが大切（誰と繋がっているのか、どんな動画をみているのか知る）

＜Ｂ－２班＞

〇関わり方のモデルをつくる。

・会話時間を確保する（１日１０分でも…）
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・正しく、優しい言葉づかい ・聞き上手に ・親子で読書や読み聞かせ

・保護者の素晴らしい取り組みを紹介する機会をつくる。

〇メディアとのつき合い方

・メディアよりも家族との時間を大切にする。また、メディアコントロール強化週間だけに行う

のでなくて、通常の家庭生活に組み込むようにする。

・大人もメディアを使うのを控える。（夜中等）

＜Ｂ－３班＞

〇コミュニケーションの充実

・親子のコミュニケーションの時間を確保する。

・メディアコントロール … 具体目標や実践等を振り返りながら、レベルアップしていけるよう

にする。（反省から改善、さらに実践へ）

〇家庭と学校がつながること

・情報交換の機会を積極的につくること

・ちょっとしたことでも子どもを褒める機会を増やす。

（３）Ｃグループ（健やか）

テーマ「望ましい生活習慣や食習慣を身に付けさせるために」

＜Ｃ－１班＞

〇おたより等を活用して知識や情報を共有する。（学校から家庭へ）

・幼小で家庭へ情報提供 … 健康面（各種検診の結果）、食事面（バランスのよい食事、レシピ）、

体力面（運動のおすすめ）

〇親子の繋がりをより深める。

・寝る前に親子で反省会をする。（１日の生活、出来事等）

・関わる時間をもつよう工夫する。 … メディアの時間を守る。一緒に遊ぶ・話を聞く・話す。

クラブやスポ少への参加。

＜Ｃ－２班＞

〇「親子一緒に〇〇〇をする」機会を増やす。 → 子どもの「できる」「できた」を一緒になって感

じ喜ぶ。

〇親子参加型の授業参観や各種事業への参加

・親子で運動する。 ・親の遊びを子どもに伝える。

・一緒に調理したり食事をしたりする機会

・メディアの活用法を親子で学ぶ。（ネット授業等）

＜Ｃ－３班＞

〇今までの取り組みの継続（学校と家庭で共に取り組む）

・体力向上 ・う歯治療 等

〇保護者も子どもと一緒に生活習慣の改善に取り組む。（自己管理能力）

・栄養バランスのとれた食事（肥満防止のために）

・睡眠時間の確保（１日の生活リズムの段取りをする。… メディアコントロール<メディアにふ

れる時間を計画的にする）
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８ 講 評 （ ＣＳ委員会会長 ）

みなさん、長時間お疲れさまでした。今日は、３つのテーマ

をもとに「親子のふれあい」ということを勉強させていただき

ました。どの班でも最終的に「親子のふれあいが一番大事」と

いうことが共通していました。

保護者の方は忙しいとは思うのですが、時間を作っていただ

いて、子どもとふれあうことが解決の近道になると今日改めて

思いました。これを保護者の方に言ったとしても、「仕事が忙し

い。」という人が多くて、なかなか難しいのが現状なのですが、

ＣＳとしましてもなるべく保護者の方にこういったお話をさせ

ていただく機会を増やして問題解決に取り組んでいきたいと思

います。

みなさん、本当に今日 1 日お疲れさまでした。ありがとうご
ざいました。

９ 御礼のことば・今後に向けて （ 大山小学校長 ）

みなさん、今日は大山幼稚園・大山小学校の課題に特化した話し合いを熱心に行っていただきあ

りがとうございました。今ＣＳ会長さんからもありましたように、家庭で親子で一緒に過ごすこと

（話し合ったり、読書や勉強に取り組んだり、健康について語り合ったりすること）が大切でであ

るということを、私もテーブルの協議に参加して感じました。学校や園で、ご意見をいただいたこ

とを自分たちの取り組みとしてどのようにできるかを考えながら実践していきたいと思っていま

す。ありがとうございました。

（ステージの幼稚園の発表会の掲示を示しながら）来週の土曜日には大山幼稚園の学習発表会が

ございます。園児たちは一生懸命に練習をして、かっこいい姿を親御さんに見せようと頑張ってい

ます。小学校は、体育館を何とか貸せるように、幼稚園の子どもたちが発表できるようにと協力し

ているところです。

この前の職員会議で、幼稚園と小学校の先生方に「私たち教員は何のためにいるのでしょうね。」

と問いかけたところ、「不完全で未完成の子どもたちがいろんな力を身につけながら輝いていく過程

を手伝い、近くで寄り添っていられるこんないい仕事はありません。」というような内容の話が出さ

れました。私たちがそんな気持ちでいることを保護者の方にも何とか理解してもらえるように、学

校や園でもアピールして伝えるよう努力はしますが、ＣＳ委員のみなさまにも、大山幼・小だけで

なく、大玉村の学校や園がみんなそんな思いで子どもたちに接していること、親御さんに学校に関

わって欲しいというような願いを持っていること等を機会がある毎にお話しいただけたらすごくあ

りがたいなと思っています。今日はありがとうございました。

１０ 閉会のことば （ ＣＳ委員会副会長 浅和 博栄 ）

皆さん、今日は午後から長時間に渡りお疲れ様でした。幼稚園や小学校の先生方、授業公開や準

備等本当にありがとうございました。只今をもちまして、令和５年度大山幼稚園・大山小学校運営

協議会並びに第６回ＣＳ委員会を閉じたいと思います。暗くなりましたので安全運転でお帰りいた

だきたいと思います。本日はお疲れさまでした。
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